平成23年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整担当　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：31,242千円（前年度予算額：37,504千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　・岐阜県美術館の収蔵品を展示する所蔵品展示。
　・国内外の作品による多彩なテーマの企画展開催。

（１）所蔵品展示費
①所蔵品展示の運営、管理、保全
②拡大所蔵品展の開催

　リニューアルオープン記念

　初公開作品を含む県美コレクションの精髄による三幕の物語（仮称）
　　平成24年１月11日（水）～5月13日（日）　104日間
（２）企画展開催費
　　①伊藤慶二＋林武史　展　

　　　　平成23年2月22日（火）～5月8日（日）　66日間
②ドキュメンタリー　岐阜　１３５（仮称）
　　平成23年10月12日（水）～平成24年１月15日（日）　77日間

（３）企画展準備費

　平成24年度以降の企画展の準備、調査。

	２　所要経費


（１）所蔵品展示費　　19,174千円
①所蔵品展示の運営、管理、保全　　　　　6,424
②拡大所蔵品展の開催　　　　　　　　　 12,750

（２）企画展開催費　　11,468千円
　　 ①伊藤慶二＋林武史　展　　　　　　　　　　3,621

　　 ②ドキュメンタリー　岐阜　１３５（仮称）　7,847

（３）企画展準備費　　　600千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
５ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　・学校や地域の文化施設において、子どもたちが優れた地域の芸術文化や伝統文化

に触れる機会の充実を支援する
　　・県有文化施設における無料又は安価な料金での催しや､高校生以下の観覧料の無料

化や企画展･教育普及事業の開催などを通じ、県民が文化芸術に親しむ機会を充実する

　　・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成する
	２　これまでの取組状況


（１）所蔵品展示(平成21年度)
①所蔵品展示の運営、管理、保全

· 所蔵品展示室では1年に4期(1期3ヶ月)の所蔵品展示を行い、さらに半期の入れ替による計7回の展示替によって、所蔵品をテーマに併せて展示。併せて企画展示室を使用した「秋の所蔵名品展」を開催。テーマは、企画展の傾向とのバランスを取り、美術を通史的に考察する展示、寄贈されたコレクション展など、様々な視点から来館者のニーズに応えた。279日間開催、入場者数25,867人。
· 環境調査を含めた作品保存の問題は全国の美術館の課題であり、当館では館内スタッフ及びボランティア・スタッフ(サポーター)にも協力を要請して取り組んできた。特に、全国に先駆けて平成12年度に導入したIPM(総合的有害生物管理）は、カビや虫による被害が生じる前に作品周辺でのこれら有害生物の発生を阻止しようとするもので、日常レヴェルで多くの目による地道な観察が必要となるため、サポーターを養成し、22年度始めには、サポーターによる虫パトロール等を発足させた。
　　②拡大所蔵品展

　　　・企画展示室にて「岐阜県美術館所蔵 西洋の美術」を開催。4月10日(金)～5月14日(木)(30日間)、入場者数5,920人。

（２）企画展の開催(平成21年度)
①「岐阜・愛知・三重　三県立美術館協同企画 No.4 時代を創った日本画家たち」展開催。7月17日(金)～8月30日(日)(39日間）、入場者数10,687人。
②「姫路市立美術館所蔵　ゴヤの四大連作版画 奇想の版画家ゴヤの眼ざし」展開催。9月11日(金)～11月1日(日)(45日間)、入場者数7,487人。
③「話題のアーティストを紹介するクロスアート２　ARTのメリーゴーランド」展開催。11月10日～平成22年1月24日(59日間)、入場者数8,808人。
（３）企画展準備費（平成21年度）
　平成22年度以降の企画展の準備、調査。

・平成22年度に開催する企画展の準備として、富山県立近代美術館及び富山県水墨美術館の所蔵品調査、ストラスブール美術館所蔵品展開催のための事前打合せ、三尾公三の作家作品調査、伊藤慶二＋林武史展の準備調査を行なった。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）所蔵品展示
①所蔵品展示の運営、管理、保全

· ヴラマンク、ピカソなどの名品の寄贈を受けたことから、これらを中心としたテーマ展示を開催し、大変好評を博した。
· 岐阜県美術館のIPM(総合的有害生物管理）は、広く全国に知られつつあるところで、各地の研究会でその報告を求められるなど、地道で永続的な活動が高く評価されている。
　　②拡大所蔵品展

· 拡大所蔵品展は、所蔵品展観覧料で当館の質の高い所蔵品を見られることから、県民の満足度も高い。特に「西洋の美術」は当館の西洋美術コレクションの精髄を一堂に展示したことから、企画展と同様の入場者を得た。
（２）企画展
　　・岐阜･愛知･三重三県立美術館の所蔵品を使った日本画展や、姫路市立美術館との所蔵品交換によるゴヤの版画展（姫路では岐阜県美作品によるルドン展を開催）など、比較的低予算で質の高いコレクションを集めた展覧会を開催できたが、こうした交換展は、常日頃の美術館間の連携や情報交換があってこそ生まれるものであり、今後も不断の情報収集、意見交換が求められる。
　　・現代美術の展覧会は地元の芸術活動の啓蒙、支援の意味で大変重要であるが、入場者を確保することが常に課題である。「クロスアート２」展では、従来と異なる新聞仕様広報紙の作成配布、会場設営の工夫、出品作家によるアート・ナビゲーションなど普及事業とそれらの広報をうまく連携させることによって、予想を上回る入場者を得た。

（３）企画展準備

　　・平成22年度には4本の企画展を開催する予定であるが、準備・計画した内の、富山県立美術館・富山県水墨美術館所蔵品展やストラスブール美術館展はすでに終了。大変好評で多くの入場者を得ることが出来た。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	37,504
	0
	0
	11,459
	0
	0
	325
	0
	25,720

	要求額
	31,242
	0
	0
	5,593
	0
	0
	19
	0
	25,630

	決定額
	31,242
	0
	0
	5,593
	0
	0
	19
	0
	25,630


